
お問い合わせは、広報課☎948-6705・ 934-2578へ

12月の番組（予定）は

市政広報テレビ
放送局 ： テレビ愛媛
毎週月曜日	 19時54分〜20時
再放送/毎週金曜日  16時49分〜16時53分

貫之山に咲くツツジ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参 

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
９４８
６
７
３ 

６
・

９３４
３
１
５
７
へ

ほ
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情
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風早④ 河野地区（河野氏と藤樹・虚子）知っトコ！
行っトコ！

　

河
野
地
区
は
、
平
安
時
代
中
期
に
作
ら
れ
た
辞
書
「
和わ

名
み
ょ
う

類る
い

聚じ
ゅ

抄し
ょ
う

」
に
「
風
早
郡
河
野
郷
」
と
地
名
が
記
さ
れ
た
歴
史

あ
る
地
区
。
当
地
区
は
、
中
世
伊
予
の
豪
族
・
河
野
氏
の
発

祥
の
地
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

河
野
郷
の
地
名
に
由
来
す
る

と
い
わ
れ
る
河
野
の
氏
。

　

河
野
氏
は
、
山
城
を
築
い
た

雄お
ん
ご
う甲
・
雌め

ん
ご
う甲
山
、
高た

こ
な穴
山
の
山

下
「
河
野
郷
土ど

居い

」
と
呼
ば
れ

る
土
地
に
良
好
な
農
耕
地
と
、

一
族
の
屋
敷
「
土ど

い
の
た
ち

居
館
」
を
設

け
ま
し
た
。
の
ち
に
本
拠
地
を

道
後
湯
築
城
へ
移
し
、
土
居
館

を
改
築
し
氏
寺
と
し
て
創
建
し

た
の
が
善ぜ

ん
の
う
じ

応
寺
で
す
。　
　

　

今
も
河
野
出
張
所
付
近
か
ら

東
側
を
眺
め
る
と
、
山
々
を
自

然
の
要
害
と
し
て
利
用
し
活
躍

し
た
河
野
氏
に
思
い
を
は
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
後
、
伊
予
国

は
分
割
さ
れ
河
野
地
区
は
大
洲

藩
の
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
時
、
陽
明
学
で
知
ら
れ
る
中

江
藤と

う
じ
ゅ樹
は
祖
父
が
藩
の
代
官
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
幼
少
時
代
を

柳
原
で
過
ご
し
ま
し
た
。
伊
予

鉄
柳
原
バ
ス
停
の
近
く
に
「
藤

樹
先
生
立
志
の
地
」
の
碑
が
建

っ
て
い
ま
す
。

柳
原
で
幼
少
を
過
ご
し
た

藤
樹
と
虚
子

河
野
郷
と
河
野
氏
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テレビ愛媛で放送

	  5日	 ごみの減量・リサイクル
	12日	 子ども魚料理王選手権
	19日	 子どもの夜間・休日救急医療
	26日   松山城新春イベント

田園地帯からは高縄山が中央に見えます

高穴山

高縄山 雄甲山 雌甲山

並んで建つ高浜虚子の
胸像と句碑

　

あ
な
た
の
身
近
な
「
ち
ょ
っ
と

し
た
思
い
や
り
」
な
ど
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
情
報
を
募
集
中
。情
報
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
ま
つ
や

ま
で
紹
介
し
ま
す
。

 

【
募
集
内
容
】①
具
体
的
な
善
行

内
容（
日
時
、場
所
、ど
の
よ
う
な
こ

と
を
な
ど
）②
善
行
者
の
住
所
、氏

名（
分
か
ら
な
い
場
合
も
受
け
付
け

可
）③
推
薦
者（
あ
な
た
）の
氏
名
、

連
絡
先
、推
薦
理
由（
必
ず
記
入
）

※
情
報
の
紹
介
時
に
、
推
薦
者
の

氏
名
を
公
開

 

【
応
募
方
法
】
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
、ｅ
メ
ー
ル
で
、推
薦
書
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
）
を
〒
７９０

８
５
７
１
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り

課

siminseikatu@
city.matsu

yama.ehime.jp

へ

わ
た
し
の
自
慢

　

柳
原
に
住
む
石
山
且
矩
く
ん

に
河
野
地
区
の
自
慢
を
聞
き
ま

し
た
。

　

河
野
は
有
名
な
武
将
や
俳
人

と
縁
が
あ
る
の
で
す
ご
く
自
慢

で
き
ま
す
。
虚
子
の
句
碑
の
所

は
登
校
時
の
集
合
場
所
な
ん
で

す
よ
。

石山 且矩くん
（河野小6年）

　

も
う
一
人
、
生
ま
れ
て
す
ぐ

に
一
家
が
柳
原
の
西
の
下
に
移

り
住
み
幼
少
時
代
を
過
ご
し
た

人
物
が
い
ま
す
。
子
規
の
流
れ

を
継
承
し
現
代
俳
句
を
確
立
し

た
俳
人
・
高
浜
虚
子
。
こ
の
頃

の
柳
原
の
情
景
が
、
虚
子
文
学

の
原
点
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

虚
子
は
帰
省
の
た
び
に
し
ば

し
ば
西
の
下
を
訪
れ
ま
し
た
。

伊
予
鉄
河
野
橋
バ
ス
停
の
近
く

に
、
虚
子
の
句
碑
と
胸
像
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
松
の
下
に
た
た
ず
め

ば
露
の
わ
れ
」

募
集
中
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◦
小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
あ
る

ト
イ
レ
が
和
式
の
た
め
高
齢
者
が

使
う
の
に
不
便
で
す
。
洋
式
に
改

修
で
き
ま
せ
ん
か

◦
高
齢
者
が
安
心
し
て
車
を
運
転

で
き
る
道
に
し
て
ほ
し
い
で
す

◦
イ
ノ
シ
シ
が
増
え
て
農
作
物
が

荒
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ノ
シ
シ

を
減
ら
す
策
に
力
を
入
れ
て
ほ
し

い
で
す

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

住
民
の
声

参
加
者
募
集

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

地
域
で
市
長
と
話
そ
う
！

No.12

立岩
地区
立岩
地区

第
16
回=

小
野
地
区

【
日
時
】
平
成
24
年
１
月
13
日
㈮

19
時
～
20
時
30
分

 

【
場
所
】
小
野
公
民
館
（
北
梅
本

町
）
２
階
大
会
議
室

 

【
対
象
】
小
野
地
区
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

 

【
定
員
】
80
人
程
度

 

【
申
し
込
み
】
11
月
30
日
㈬
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ

ク
ス
、
ｅ
メ
ー
ル
で
、
参
加
申

込
書
（
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り

課
〈
市
役
所
本
館
９
階
〉・
小
野

支
所
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

年
齢
、
性
別
、
勤
務
先
（
学
校

名
）、
市
長
と
話
し
た
い
こ
と
を

書
い
て
、
〒
７９０
８
５
７
１
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課

zichi@
city.

matsuyama.ehime.jp

ま
た
は
小

野
支
所
へ

地域の魅力を話す参加者

かけ飯を平らげるお役者

10
月
18
日
開
催
・
立
岩
公
民
館
・
参
加
者
62
人

「誇れる」地域の宝
〜まちのいいとこ〜

立 岩 編

ツ
ツ
ジ
で
ま
ち
お
こ
し

立
岩
地
区
は
人
口
９
６
７

人
、世
帯
数
７
９
３
世
帯（
10

月
１
日
現
在
）で
、立
岩
川

上
流
域
に
位
置
す
る
静
か
な

田
園
地
帯
で
す
。地
区
に
は

古
く
か
ら
の
伝
統
行
事
が
多

く
残
り
、お
盆
に「
中
村
の
河

原
念
仏
」や「
千
人
斬
り
墓

地
念
仏
」が
、正
月
に「
弓
祈

祷
」が
行
わ
れ
ま
す
。

弓
祈
祷
は
立
岩
地
区
の
猪

木
・
立
岩
米
之
野
・
庄
府
で

伝
承
さ
れ
、特
に
「
か
け
飯
」

で
有
名
な「
猪
木
の
弓
祈
祷
」

は
、
約
３
７
０
年
の
歴
史
を

持
つ
と
い
わ
れ
毎
年
１
月
６

日
に
行
わ
れ
ま
す
。「
お
役

者
」
と
呼
ば
れ
る
「
的ま

と

射う
ち

」

２
人
が
１
０
８
本
の
弓
を
射

り
、
12
個
の
餅
と
約
３
合
の

白
飯
の
「
か
け
飯
」
を
平
ら

げ
ま
す
。
す
べ
て
食
べ
き
ら

な
い
と
不
作
に
な
る
と
い
わ

れ
る
た
め
、
食
べ
き
っ
た
お

役
者
に
は
見
物
客
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
す
。

ま
た
ま
ち
お
こ
し
の
た

め
、昭
和
47
年
か
ら
地
域
の

人
が
立
岩
小
学
校
東
側
の

貫つ
ら
ゆ
き
さ
ん

之
山
に
ツ
ツ
ジ
を
植
え
、

今
で
は
約
３
８
０
０
本
が
美

し
く
咲
き
誇
り
ま
す
。こ
の

ツ
ツ
ジ
を
生
か
し
て
毎
年
５

月
に「
立
岩
ツ
ツ
ジ
ま
つ
り
」

が
立
岩
小
学
校
で
開
催
さ

れ
ま
す
。会
場
に
は
、多
く
の

出
店
が
並
び
老
人
ク
ラ
ブ
か

ら
小
学
生
ま
で
地
域
の
皆
さ

ん
が
地
元
で
採
れ
る
新
鮮
野

菜
、竹
炭
や
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼

虫
な
ど
を
販
売
し
、多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。無
料

で
振
る
舞
わ
れ
る
イ
ノ
シ
シ

汁
に
は
長
い
列
が
で
き
、特
に

人
気
を
博
し
て
い
ま
す
。
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